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活 動 報 告

平成31年3月16日（土）14時から、中区役所地下2階大ホールで、在宅

医療と介護 中区民のつどい」を開催します。この催しは、在宅における療養生活

や、かかりつけ医についての理解を深めていただくため、平成28年度から中区医師

会と、現在の中区はち丸在宅支援センターが中心となり、中区役所や中区の医

療・介護関係者等の協力を得て、開催しております。

今年度第２回となる今回は、「あなたの暮らしを支える医療と介護」をテーマに、

前半は愛知医科大学耳鼻咽喉科准教授 内田育恵先生の「暮らしに広がる

聞こえの役割」についてのご講演を、後半は中区の医療・介護関係者によるシン

ポジウムとなっております。

申込不要・入場無料（定員300名）です。是非ご来場ください。

平成31年1月19日（土）14時半から、名古屋医療センターで、第2回
多職種連携研修会を開催しました。
当日は、中区の医療・介護関係者94名にご参加頂きました。
前半は「退院支援における多職種連携の実際」と題し、名古屋医療センター
医療ソーシャルワーカーの竹山信恵氏と、菜の花指定居宅介護支援事業所の
古川千登勢氏に、それぞれの立場における退院支援について、ご講演いただき
ました。
後半は「退院したら、どうなっちゃうんだろう！を支える多職種連携」と題し、9つ
のグループに分かれ、模擬退院カンファレンスを行い、その後、退院支援について
の意見交換を行いました。
座長のわたなべクリニック 渡辺吉博先生が、研修全体の総括をされ「ご本人
の意思、希望をまず確認することが第一歩」と語られた場面では、多くの参加者
が深く頷く姿が見られました。

この多職種連携研修会は、医療や介護が必要な状態で
自宅で生活する方に、より良いサービスを提供するためには、
医療と介護の連携を深めることが重要と考え、開催しており
ますことを申し添えます。
参加していただいた皆様、お疲れ様でした！



在宅療養Ｑ＆Ａ
Vol.3  ～訪問薬剤管理とは～

在宅療養の疑問にお答えするコーナー、今回は「訪問薬剤管理」について、
愛知県中薬剤師会 副会長 大島秀康先生に教えていただきました。

「薬の種類が多く、飲み方が分からなくなった！」「そもそも
なんでこんなに薬を飲まないといけないの？」「通院が困難で薬
を薬局に取りにいけない！」「薬の飲み合わせや副作用が心配」
「介護用品、衛生用品なども相談したい！」
このようなお困りごとに対して、薬剤師がご自宅や施設を訪問
し、薬剤師の目線で患者様が安心してお薬を飲んでいただける
ようにするのが訪問薬剤管理です。当店が担当する患者様でも
訪問薬剤管理を行うことにより、きちんと薬が服用できるようにな
り、体調が安定し、介護者への負担が減り、さらに服用する薬
剤が減っていくというケースがたくさんあります。まずは
お気軽に、普段ご利用されている薬局にご相談下さい。

ご 案 内

中区はち丸在宅支援センターは、在宅医療に関する相談窓口としての役割を
担っております。

・ 通院が難しくなった、自宅に訪問してくれるお医者さんを紹介して欲しい。
・ 在宅療養って何？どんなサービスを受けることができるの？

といった地域住民、介護事業者等からの相談に対応しております。
お気軽にご相談ください。

住所：名古屋市中区三の丸1-3-1 名城病院1階
電話：052-201-0874 受付時間：平日9時～17時

今年度は「はち丸だより」を発行し、地域の皆様へ向けて、
講演会や相談コーナー等のご報告、お知らせができました。
皆様が安心して、在宅医療と介護を受けることができるよう、
来年度も色々な機会に、お伝えしていきたいと思います。

はち丸だより第３号、いかがでしたでしょうか。
１～３号でご紹介した医師・歯科医師・薬剤師のほかに、
看護師やリハビリテーションを担う理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士なども、在宅療養の場で活躍していますよ。


